スポーツにおける情報活用－オリンピックから健康づくりまで－ by 科学技術動向研究センター & 科学技術動向研究センター
23科 学 技 術 動 向　2015年 1・2月号（148号）
スポーツにおける情報活用―オリンピックから健康づくりまで―
　ロンドンオリンピックで 28 年ぶりにメダルを獲
得した女子バレーボールで、監督がタブレット端末
を見ながら選手に指示を出していた姿は、スポーツ
現場での IT 活用を広く印象づけるものであった。
近年は、映像技術の向上や、クラウドの活用とタ
ブレット端末やスマートフォン、ウェアラブルセ
ンサの普及等により、あらかじめ収集した情報に
加え、トレーニングや競技中に得られたデータを
リアルタイムで分析し、アスリートや指導者、場
合によっては観客が必要とする場所・タイミング
で必要な情報を提供することが可能になり、以前
とは比較にならないほどスポーツの場における IT
の活用機会は増大した。
　総務省の平成 26 年版情報通信白書1）によると、
ウェアラブル端末は、大きく分類すると手首に装着
するリストバンド型（腕輪型）もしくは腕時計型、
頭に装着するメガネ型等があるとしているが、世
　競技スポーツでの情報活用の重要性は、世界各国で当然のことと認識されているが、近年は ICT技術
の向上により、あらかじめ収集した情報だけでなく競技中に収集したデータを分析し、アスリートや指
導者が即時に必要な情報を得ることが可能になった。一方、各種ウェアラブルセンサの普及によって、
競技スポーツの世界のみならず、健康づくりやレジャーでのスポーツ中の心拍数などのデータを収集で
きるようになり、競技力向上だけでなく、安全性向上や健康づくり活動に対する各種データの貢献も期
待できるようになった。スポーツの場においてさまざまな情報を活用するためには、必要な情報を解析
し、適切なタイミングで提供することが求められる。このためには、アスリートのニーズを掘り起こ
し、情報の取得からその解析、提供までそれぞれのステップにおける研究分野のシームレスな連携が必
要である。今後、大学・研究機関や諸学会、関連する企業、スポーツ運営組織や競技団体等が協力して
研究を実施できるような分野横断的なプラットフォームが求められる。
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科学技術動向研究
界各国で各社さまざまな形状のものが開発、商品化さ
れている。この背景には、スマートフォンの普及によ
り、端末を活用した新たなビジネスが模索されている
こと、半導体技術と実装技術の進展により小型化・高
性能化が可能になったこと、ビッグデータ、Internet 
of Things 等、さまざまなモノがインターネットにつ
ながりつつあるトレンドの影響が存在する。
　科学技術イノベーション総合戦略 2014 〜未来創
造に向けたイノベーションの懸け橋〜2）では ICT
を重要課題として位置づけている。その中で、2020
年オリンピック・パラリンピック東京大会の機会
活用として、「大会の選手の活躍を支えるとともに、
高齢者・障がい者にも対応した、感覚機能を備えた
義手・義足や運動能力アシスト技術の確立や、生体
情報のリアルタイム取得・活用など最先端ヘルス
ケアシステムの実用化」を想定している。
　本稿では、最近の競技スポーツでの情報の活用事
例を紹介したのち、2014 年はその「普及元年」とも
いわれたウェアラブル端末のうち、特に「ウェアラ
ブルセンサ」によって得られる情報の競技スポーツ
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　前述のセンサのように、競技者にとりつけてス
ポーツ中に位置や心拍数などの生体情報が取得でき
るいわゆるウェアラブルセンサが 2014 年は数多く
市販され、スポーツ中に得られる情報の活用は、トッ
プアスリートだけでなく一般のスポーツ愛好者の間
にも広がった。心拍数や走行距離が取得できるリス
トバンド、ラケットやゴルフクラブといったスポー
ツ用具に装着する加速度センサなど、大企業による
装置はもとより、クラウドファンディングで資金を
集めたベンチャー企業による多彩な装置が市場を賑
わせており、データ取得機会は格段に拡大し、多種
多様な情報がモニタできるようになった（図表 1）。
また、材料工学の分野では、ウェアラブルセンサで
の使用が期待される、フィルムあるいはゲルの導電
性素材（電子皮膚ともいう）の開発も進んでいる。
しかしウェアラブルセンサの真の存在価値は、取得
されたデータ自体よりはむしろ、必要なタイミング
で必要な情報をユーザーに提供できるという点にあ
る。ランニングであれば、単に心拍数を表示するだ
　セーリング競技は、風向や風力、潮流といった
気象条件が競技成績に大きく影響する種目の一つ
である。ロンドンオリンピックにあたり、国立ス
ポ ー ツ 科 学 セ ン タ ー（Japan Institute of Sports 
Sciences：JISS）は、競技が行われる地域の 4 年間分
の風向・風速データ（約 1,000 レコード / 日）、衛星
画像および天気図を収集した。加えて、JISS は、文
部科学省マルチサポート事業の研究開発プロジェ
クトの一つとして株式会社ノースセール・ジャパ
ン、鹿屋体育大学、筑波大学と共同でレースコース
内の風向と風速を調査し、日本セーリング連盟が
行った潮流調査結果とあわせ、関係者がインターネッ
トで閲覧できるようなデータベースを整備した。これ
らの情報は、関係者にフィードバックされ、最適航路
の算出や 3）、セールやマストの開発にも活用された。
　また、映像データに関しては、国内外の競技会や
トレーニングで撮影された映像に、各競技団体の選
手やスタッフがいつでもどこでもアクセスできる
データベースも活用されている4）。
　近年、一部の大規模な国際大会では、競技の進行
と同時に関連情報を Web で公開するサービスが始
まり、タブレットやスマートフォンを見ながら観
客席でスポーツ観戦する姿がよく見られるように
なった。例えばウィンブルドンテニス大会では、打
球速度、配球、走速度などがほぼリアルタイムで配
信された5）。J リーグでも同様のサービスが 2014 年
9 月から行われており6）、2015 年からは選手のより
詳細なプレー情報をリアルタイムで取得できるト
ラッキングシステムが導入される予定である。この
ように、移動する対象の位置情報を速やかに得られ
るようになったのは、撮影された動画から、ボール
や選手を認識して位置情報を数値化する画像認識
技術の向上に負うところが大きい。これらは観客向
けのサービスだけでなく、当然のことながら競技力
向上にも活用できる。2014 年ワールドカップサッ
カーで優勝したドイツ代表チームによるビックデー
タの活用が報道されている7）。
　画像処理技術の向上とともに、各種センサの小型
化・高機能化、無線通信の利用により、アスリート
がセンサを装着したままでスポーツすることが可能
になった。その結果、動作をさまたげることなく競
技中に収集できるデータは量・質ともに飛躍的に向
上した。ドイツ一部リーグ、ブンデスリーガに所属
するサッカークラブ TSG1899 ホッフェンハイムで
は、フラウンホーファー研究機構集積回路研究所で
開発された位置計測システム RedFIR による、全選
手の位置情報と生体情報をリアルタイムで取得・分
析するサービスを活用している。これは、15 g 程度
のセンサを選手のすね当て内部等に装着し、無線で
受信アンテナに対して情報を送信するというもので
ある8）。位置だけでなく、選手の心拍数もモニタし、
時事刻々の各選手の位置や走行速度に加えて、その
走行速度や心拍数の経時的変化から客観的に選手の
疲労を推定するサービスもある9）。いずれの場合も、
抽出された情報に対しては、ユーザーのニーズに合
わせて工夫をこらした可視化が行われている。
および健康づくりや余暇活動といったレクリエー
ショナルスポーツへの貢献の可能性について検討
する。
3 ウェアラブルセンサ
事前に得られる情報の活用事例2-1
競技中に得られる情報の活用事例2-2
2 競技スポーツでの情報活用
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図表１　ウェアラブルセンサでモニタ（推定）可能な情報の例（製品化されていない場合も含む）
けでなく、計測された心拍数からユーザーの状態や
目的に応じた速度となるようなペースをその場で提
示し、後でトレーニング履歴をチェックしたい時に
まとめて一定期間のトレーニング内容を表示すると
いった機能が考えられる。頭部に装着した加速度セ
ンサならば、衝撃量の計測に加えて脳震盪の危険性10）
を本人や周囲にいる人に対して指摘する機能が考え
られる。100 km マラソン中の血糖値11）などは値がわ
かるだけでも価値があるが、ユーザーの立場に立て
ば、数値だけでなく、その意味や用途も示してある
ことで利便性が格段に向上する。
　ウェアラブルセンサに限らず、得られたデータか
ら適切な情報を抽出し、ユーザーのリクエストに応
じてタイミングよく分析して提供することは、殊に
スピードのある判断が求められるスポーツの現場
での情報活用には極めて重要である。
　しかしながら「情報の抽出」に不可欠な統計分析
ついて、日本では統計学者側からスポーツへのアプ
ローチ例はほとんど見られない。そこで、日本統計
学会では諸外国と比較して我が国の「スポーツの場
における統計学の活用は必ずしも十分であるとは
いえない・・・中略・・・統計分析が競技レベルの向
上やチーム編成のマネジメント等からみて重要であ
ることは明らかであり，日本においても統計学者が積
極的に関わっていく必要があるといえる」12）という認
識のもとに、2009 年から「スポーツ統計分科会」を
設置し、プロ野球や J リーグの試合の実データから
どのような情報をひきだすかを競う「スポーツデー
タ解析コンペティション」を開催しており13）、その参
加者は毎年増加している。
　また、「情報提供」の面では、JISS では、2-1 に
も記載したとおり、認証されたユーザーが国内外
の競技会やトレーニングで撮影された映像にイ
ンターネットを介してアクセスできる映像データ
ベース“SMART（Sports Movement Archiving and 
Requesting Technology）システム”を構築したほ
か、競技団体の要望に答えて、撮影した映像を迅速
にアップロードできるようにした 4）。このように、
複数の分野の積極的な関与があってこそ、メタボ対
策からトップアスリートのトレーニングまで、多様
なニーズにマッチした情報活用が可能になるとい
えるだろう。
　その一方で、特にウェアラブル装置については、
その信頼性検証の必要性も指摘されており14）誤差
の大きさや用途の限界をあらかじめ知っておくと
いったユーザー側のリテラシーも求められる。同時
に、ウェアラブル装置で取得可能なプライバシーに
関わるデータの活用における配慮の重要性も指摘
されている1）。スポーツの諸側面において情報活用
が大きな便益を提供しうる一方、近年のサイバー犯
罪の増加はそのセキュリティに関する懸念をも想
起させる。
　スポーツの場において、ユーザーの立場によら
ず活用しやすい情報を提供することは、得られた
データに対してさまざまな加工を施し、分析して
から提供するという複数のプロセスによって新た
な価値を創出する「サービス」といえよう。そし
て、これら複数のプロセスそれぞれには異なる分
野の専門家の関与と、その相互の連携が求められ
る。
　トップアスリートが集う競技スポーツ分野での
情報活用の重要性は、国際的に今後ますます高ま
るであろうと指摘されている15）。その流れにとり
のこされないためには、各プロセスに関与するさ
まざまな分野の専門家の参画を容易にする仕組み
づくりが必要であろう。
　文部科学省科学技術・学術政策研究所が 2014 年
に実施した「第 10 回科学技術予測調査」16）によれ
ば、ライフログデータや身体データを大量に蓄積
し、個人の日常的なデータの記録・管理・検索・
分析する技術（ナチュラルユーザインタフェース
で利用できるウェアラブルな外部脳機能システム
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として提供される）は技術的には 2020 年に達成さ
れると予想されており、これができればスポーツ以
外の場面、例えば高齢者の健康管理などにも本格
的にさまざまなデータが活用されるだろう。また、
ウェアラブルセンサについては、加速度計で検出さ
れた身体のごくわずかな動きを家電などの操作に利
用できることからバリアフリー製品への用途の期待
も高い。
　地域のスポーツ運営主体や企業、大学・研究機関
などが中核となり、スポーツに関連したデータ取得
から情報提供まで、スポーツ科学からビックデータ
解析などのさまざまな分野の研究者を巻き込んだ仕
組みが形成され、その研究成果がスポーツ以外の分
野へも活用されることを期待したい。例えば大学・
研究機関や諸学会、関連する企業、スポーツ運営組
織や競技団体等が協力して研究を実施できるプラッ
トフォームのような分野横断的な取組を可能にする
仕組みが求められる。
謝辞
　本稿執筆にあたり、筑波大学阿江通良教授、
（独）国立健康・栄養研究所田中茂穂部長、（独）
日本スポーツ振興センター国立スポーツ科学セン
ター平野裕一副センター長、（独）日本スポーツ振
興センター情報・国際部和久貴洋部長、日本統計
学会スポーツ統計分科会をはじめとして多くの方
より貴重なご意見と情報提供をいただきました。
深く感謝申し上げます。
執筆者プロフィール
参考文献
